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第 1章 取組概要 

 

１．取組の趣旨・目的 

 

 本事業は，世界でも有数の生産力を有する瀬戸内海という里海フィールドを教育の場とした全

国共同利用拠点を形成し，広島大学瀬戸内 CN 国際共同研究センターブルーイノベーション部門

水産実験所（以下，水産実験所という）の教育施設・設備を全国の国公私立大学の教育課程上の

演習・実習等に積極的に提供する。あわせて，「里海」としての瀬戸内海の水圏環境，生物多様性

と生物生産のメカニズム，水産資源の持続的利用に関するフィールド教育への一層の貢献を目標

とする。 

 瀬戸内海には人間の社会的営みと環境保全のバランス問題を考える上での極めて優れたフィー

ルドが多く存在する。この地の利を活かしたフィールド教育を本事業で余すことなく展開できる

であろう。これまで実施してきた単位互換を伴う演習のアンケート調査などによって，多くの他

大学受講生が一同に会して実習，演習を行うことにより学習意欲を明らかに高められることが実

証されている。行き届いた支援体制のもとで，本事業を実施することにより，多くの他大学学生

に多様で充実した教育を提供できることが期待される。 

 また，本学も含めた複数の大学の学生が演習等に参加することで，学生間の交流によるコミュ

ニケーション力の練磨，さらにはグループ単位での実習，演習を通じて１人ひとりの学生のチー

ムワークやリーダーシップ力の向上を図ることができると期待している。 
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２．拠点の認定理由 

 

 広島大学瀬戸内 CN 国際共同研究センターブルーイノベーション部門水産実験所は，平成 24 年

7 月 31 日付け 24 文科高第 403 号により，学校教育法施行規則第 143 条の 2 に基づき，「教育関

係共同利用拠点」に認定された。認定後，着実に他大学からの学生の利用数を高めた実績，及び

新たな取組み計画が評価され，平成 28 年 7 月 29 日付け 28 文科高第 456 号により再認定（認定

期間：平成 29 年 4 月 1 日～平成 34 年 3 月 31 日），さらに令和 3 年 7 月 30 日付 3 文科高第 465

号により再認定（認定機関：令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日）された。 

 認定された理由は，「教育関係共同利用拠点の認定等に関する規定」第 2 条に規定されている次

の認定基準を満たすものとしてである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育関係共同利用拠点の認定等に関する規程（抜粋）】 

 

（認定の基準） 

第2条 規則第143条の2第2項に規定する教育関係共同利用拠点（以下「拠点」という。）の認定の基準

は次のとおりとする。 

 (1) 学生に対する教育，学生の修学等の支援，教育内容及び方法の改善その他大学における教育に

係る機能を有する施設であって，大学教育の充実に特に資すると認められるものであること。 

  (2) 拠点の認定を受けようとする施設（以下「申請施設」という。）が，他の大学の利用に供するも

のとして大学の学則その他これに準ずるものに記載されていること。 

  (3) 申請施設の運営について権限を有する者の諮問に応じ，共同利用の実施に関する重要事項につ

いて審議する機関として，次に掲げる委員で組織する委員会（この条及び次条において「運営委

員会」という。）を置き，イの委員の数が運営委員会の委員の総数の2分の1以下であること。 

   イ 当該申請施設の職員 

   ロ 当該共同利用に係る事項に関し学識経験を有する者 

   ハ その他申請施設の運営について権限を有する者が必要と認める者 

  (4) 申請施設を利用する大学を広く募集するものであること。 

  (5) 申請施設の種類等に応じ，共同利用に必要な設備及び資料等を備えていること。 

  (6) 申請施設を利用する大学に対し，申請施設の利用に関する技術的支援，必要な情報の提供その

他の支援を行うための必要な体制を備えていること。 

  (7) 申請施設の利用の方法及び条件，利用可能な設備及び資料等の状況，申請施設における教育の

成果その他の共同利用に関する情報の提供を広く行うものであること。 

  (8) 申請施設の種類等に応じ相当数の大学の利用が見込まれること。 
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 ３．取組計画 

 

本事業は以下の取組を実施する。 

1) SDGs の目標 14 達成に向けた他大学学生のための「里海フィールド演習」（2 単位）を実施 

2) SDGs の目標 14 達成に向けた他大学学生のための「臨海資源科学演習」（2 単位）を実施 

3) SDGs の目標 14 達成に向けた他大学学生のための「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習」

（2 単位）を実施 

4) SDGs の目標 14 達成に向けた他大学学生のための「海洋生態系における低次生産を学ぶ演習」

（2 単位）を実施 

5) 国際的な学生向け海洋生物トレーニングコースを実施する。 

6) 他大学の授業の一部として，本施設の利用促進を図る。 

7) 受講生の受入に関する広報活動を積極的に展開する。 

8) 授業のための教育教材・資料を充実して大学教育の高度化を図る。 

9) 本施設を活用した地域啓発活動を積極的に展開する。  

10) 里海のレジリエンスに関する新しい教育的提言を行う。 
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４．実施体制 

 

水産実験所は，広島大学瀬戸内CN国際共同研究センターの3部門の1つである「ブルーイノベー

ション部門」に属する。共同利用拠点の実施責任者はセンター長，副センター長である。また，

水産実験所の運営管理及び教育研究は，専任教員3名（教授1名，准教授1名，助教1名），兼任教員

5名，任期付職員（特任助教）1名，技術職員1名が担当して実施し，組織体制に従った責任体制の

もとに運営されている。事業計画・予算は，センター運営委員会で決定される。履修手続き，単

位認定に関する事務手続きは生物学系総括支援室が担う。 

 

 

【参考】 

（教職員の体制）（令和6年度） 

教  職  員 人   数 

専任教員 3名 

兼任教員 5名 

技術職員 1名 

任期付職員（特任助教） 1名 

 

（他大学向け授業の実施体制） 

役    割 担    当 

実施責任者 センター長，副センター長 

授業の企画立案 専任教員，任期付職員（特任助教） 

実施者 専任教員，兼任教員，任期付職員（特任助教）， 

技術職員 

履修・単位関係事務 生物学系総括支援室 

拠点コーディネート 任期付職員（特任助教） 

教育共同利用の運営 水産実験所連携協議会，センター運営委員会 
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第 2章 取組状況および評価 

 

１．「臨海資源科学演習」 

台風 10号接近のため中止 

（１） シラバス 
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２．「里海フィールド演習」 
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台風 10号接近のため中止 

（１） シラバス 
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３．「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習」 

（１） シラバス 
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（２） 受講者・参加大学 

瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習（1月 11日（土）～1月 14日（火）） 

受講者名簿（男 4名，女 3名 計 7名） 

No 大学名 所属 学年 性別 

1 北海道大学 水産学部 資源機能化学科 3 男 

2 北海道大学 水産学部 資源機能化学科 3 男 

3 北海道大学 水産学部 資源機能化学科 3 男 

4 福山大学 生命工学部 海洋生物科学科 2 女 

5 福山大学 生命工学部 海洋生物科学科 2 女 

6 福山大学 生命工学部 海洋生物科学科 4 女 

7 広島大学 法学部 4 男 
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（３） 受講生の負担金額 

・受講生 1名当たり，7,000円（3泊 4日）  

（内訳）      

事項 単価 数量・単位 計 備考 

シーツ洗濯代 1,200 1 人 1,200 1泊 1,000円 2泊目以降 1泊 100円 

弁当代 800 4 食 3,200   

朝食・夕食等 2,600 1 人 2,600   

合計 7,000   
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（４） 演習風景 

 

広島県栽培漁業センターの 

見学 

 

 

ノリ養殖・加工場見学 

 

 

カキ養殖場の見学 

 

 

カキ打ち体験 
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養殖関連生物の講義 

 

 

食品加工施設での調理実習 

 

 

レトルト食品に関する講義 

 

修了証の授与 
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（５） 成績評価 

 

  「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習」に係る成績評価を以下のとおり行った。 

 

 （１）成績評価方法 

   ・受講態度５０点，発表５０点で評価する。 

 

 （２）成績評価基準 

   ・秀（Ｓ），優（Ａ），良（Ｂ），可（Ｃ）及び不可（Ｄ）の５段階評価とする。 

   ・５段階評価の基準は，１００点満点で採点し，９０点以上を「秀（Ｓ）」，８０～８９点を

「優（Ａ）」，７０～７９点を「良（Ｂ）」，６０～６９点を「可（Ｃ）」とし，６０点未満

は「不可（Ｄ）」とする。 
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（６）受講生によるアンケート評価 

アンケート回答者数：7人 
 

Ⅰ 本取組に関する共通的質問 

Ⅰ－１．あなた自身の属性についてお尋ねします。 

Ⅰ－１－1) あなたの所属大学は? 

① 北海道大学 ② 福山大学 ③ 広島大学 

3 3 1 

 

 

Ⅰ－１－2) あなたの学年は? 

①1 年次生 ②2 年次生 ③３年次生 ④４年次生 

0 2 3 2 

 

 

Ⅰ－１－3) 性別 

①男性 ②女性 

4 3 
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Ⅰ－１－4) この演習以外に，フィールドでの何らかの授業を受けた経験がありますか。 

① ある ② ない 

4 3 

 

 

Ⅰ－１－5) 「ある」と答えた方にお尋ねします。 

それはどの時期ですか(複数可)。 

①大学 ②高校 ③中学 ④小学校 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－１－6) 「ある」と答えた方にお尋ねします。それはどのような内容のフィールド授業でした

か。回答用紙に記述してください。 

・畜産業について（牛，ヤギ，鶏の生態について） 

・乗船実習，海洋プラスチックの採取や船の操縦体験 

・野生動植物の観察 

・畜産業について（牛，ヤギ，トリの生態について） 

 

Ⅰ－２．この授業に参加するにあたっての情報入手についてお尋ねします。 

この授業のことを最初，何を通して知りましたか。 

・先生に教えてもらいました。 

・友 

・福山大学の案内 

・友達経由 

・大学の掲示板 

・もみじ 

・先生から 
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Ⅰ－３．この授業に参加された理由についてお尋ねします。 

Ⅰ－３－1) 最も強い動機は次のどれですか。 

①自分の大学には 

無い授業科目だから 

②体験学習 

だから 

③単位が取得 

できるから 

④現在の志望分野に

関係するから 

⑤広い知識を

得たいから 

0 0 2 1 2 

⑥他大学のことを  

知りたいから 

⑦友人が 

参加するから 

⑧おもしろそう 

だから 

⑨その他  

0 1 0 0  

Ⅰ－３－2) 二番目に強い動機は次のどれですか。 

①自分の大学には 

無い授業科目だから 

②体験学習 

だから 

③単位が取得 

できるから 

④現在の志望分野に

関係するから 

⑤広い知識を

得たいから 

0 1 2 0 0 

⑥他大学のことを  

知りたいから 

⑦友人が 

参加するから 

⑧おもしろそう 

だから 

⑨その他  

1 0 3 0  

 

 

Ⅰ－４．この授業は，他大学のフィールド教育を受けることを基本としています。 

Ⅰ－４－1) 今回受講したフィールド教育に類する授業は，自大学にはない科目，内容である。 

①そう思う ②自分の大学にも類する科目がある ③わからない 

5 2 0 
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Ⅰ－４－2) 他大学の先生の授業を受講できて良かった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 
 

Ⅰ－５．他大学の学生との交流等についてお尋ねします。 

Ⅰ－５－1) この授業は定員 10 名程度に制限しています。この定員数は， 

①多すぎる ②丁度良い ③少なすぎる 

2 5 0 

 

 

Ⅰ－５－2) 他大学の学生と同じ授業を受けたことについて，良かったと思いますか。 

①大変良かった ②まあまあ良かった ③あまり良くなかった ④悪かった 

6 1 0 0 
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Ⅰ－５－3) 他大学の学生と交流がどの程度できたと思いますか。 

①活発にできた ②まあまあできた ③あまりできなかった ④全くできなかった 

6 1 0 0 

 

 

Ⅰ－５－4) 今後も，他大学の学生との交流機会を増やすのは，良いことだ。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅰ－６．この授業は，4 泊 5 日の集中形式で，講義，実習，発表の 3 部から構成されています。 

Ⅰ－６－1) こうした組合せは，授業を理解する上で有効である。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 
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Ⅰ－６－2) 3 つの部分のうち，最も面白かったものは何ですか。 

①講義 ②実習 ③発表 

0 7 0 

 

 

Ⅰ－６－3) 4泊 5日の日数についてお尋ねします。 

①長すぎる ②丁度良い ③短すぎる 

1 5 1 

 
 

Ⅰ－７．参加費に関してお尋ねします。 

Ⅰ－７－1) 参加費は自分の得たものと比べて高過ぎますか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

0 1 1 5 
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Ⅰ－７－2) 参加費からして，食事は満足できましたか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 1 1 0 

 

 

Ⅰ－７－3) 参加費からして，宿泊施設には満足している。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

2 4 1 0 

 

 

 

Ⅰ－７－4) 参加費をもっと高くしても食事と宿泊施設を良くしてほしい。 

①そう思う ②そう思わない 

1 6 

 

 

Ⅰ－７－5) 上の質問で「そう思う」と答えた方にお尋ねします。参加費がどの程度までなら参加

しますか。 

10,000～15,000 1 
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Ⅰ－８．フィールド演習全体について，感想を伺います。 

Ⅰ－８－1) このフィールド演習の形式は通常の講義だけの授業よりも，物事を考える上で，有意

義である。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅰ－８－2) この演習によって，フィールド科学の幅広さや面白さを知った。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅰ－８－3) この演習によって農学系学問分野への理解が深まり視野を広く持てるようになった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

6 0 0 1 
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Ⅰ－８－4) この演習によって，自分なりに行動力や積極性を高めることができた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

6 1 0 0 

 
 

Ⅰ－８－5) この演習によって，これからの学習意欲が高まった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 
 

Ⅰ－８－6) 参加する前の期待度に比べて満足度はどうですか。 

①強く満足した ②まあまあ満足した ③あまり満足できない ④全く満足できなかった 

7 0 0 0 
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Ⅰ－８－7) この演習を来年度以降も開講するのが良い。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅰ－９．その他 広島大学から単位互換のフィールド演習として，この演習のほか，「命の尊厳を

涵養する食農フィールド科学演習」，「瀬戸内海の恵みと現状を学ぶ洋上里海総合演習」が提供さ

れています。 

Ⅰ－９－1) この演習以外の「命の尊厳を涵養する食農フィールド科学演習」，「瀬戸内海の恵みと

現状を学ぶ洋上里海総合演習」の受講についてお尋ねします。 

①受講したことがある ②どちらも受講したことが無い 

3 4 

 

 

Ⅰ－９－2) 今後，受講してみたい演習を選んでください。 

（１）「命の尊厳を涵養する食農フィールド科学演習」 （２）「瀬戸内海の恵みと現状を学ぶ洋

上里海総合演習」 
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Ⅰ－９－3) 上記の本大学提供のフィールド演習について，参加した演習や参加してみたい演習

について，ご意見・ご感想をお書き下さい。 

・実際に餌をあげる体験をしたい。 

・他の大学の人との交流がたくさんあって楽しかった。色んな領域の勉強内容が知れて興味が湧

いた。 

・船に乗ってみたいと思いました。 

・農業（畑）について。 

・（2）にも参加したかったが福山大学のテスト期間とかぶっていたので参加できなかった。 

 

Ⅱ 授業に関する質問 

Ⅱ－１．この演習は，講義，実習，発表等から構成されています。 

今回の講義に関する以下の質問にお答え下さい。 

Ⅱ－１－1) 講義内容は， 

①よく理解

できた 

②まあまあ

理解できた 

③あまり理解

できなかった 

④全く理解で

きなかった 

5 2 0 0 

 

 

Ⅱ－１－2) 講義の内容について教員や補助者に何回，質問をしたり，意見を述べたりしましたか。 

①0 回 ②1～４回 ③５回以上 回答なし 

0 3 3 １ 
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Ⅱ－１－3) 講義のノートやメモを取りましたか。 

①きちんと

取った 

②まあまあ取った ③あまり取ら

なかった 

④全く取らなかった 回答なし 

3 3 0 0 1 

 

 

Ⅱ－１－4) 講義内容は，この授業全体や実習の意味や目的，内容を理解させるものでしたか。 

①強くそう

思う 

②まあまあそう思う ③あまりそう

思わない 

④全く思わない 回答なし 

6 0 0 0 1 

 

 

Ⅱ－１－5) 講義のどのような部分が面白かったですか。 

・全体的に面白かった。 

・ブルーカーボンは初めて聞いたが興味深かった 

・普段，学ばない分野に触れることができたこと。 

・知らなかった話全般がたいへん興味深くおもしろかった。 

・新しい分野のことを知れた 

・ブルーカーボンの話や養殖産業が抱える課題について知れたこと 

・クラゲの話やカキの話を深く知ることができた。全て面白かった。 

 

Ⅱ－１－6) 講義のどのような部分が理解しにくかったですか。 

・スライドのスピードが早かった 

・計算問題など忘れてしまっていたところ。 

・生物分類学的な部分 

・計算問題 
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Ⅱ－２．今回の実習についてお尋ねします。 

Ⅱ－２－1) 実習は面白かったですか。  

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－２－2) 実習にどのように参加しましたか。 

①積極的に

参加した 

②まあまあ積

極的だった 

③あまり積極的

でなかった 

④全く積極的

でなかった 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－２－3) 実習の際，先生や実習補助者に何回，質問をしたり，意見を述べたりしましたか。 

①0 回 ②1～４回 ③５回以上 

0 2 5 
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Ⅱ－２－4) 実習があることによって，講義内容を理解できるようになりましたか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－２－5) 実習で面白かったのはどのような点ですか。 

・カキ周辺の生物を調べること 

・実際の養殖現場をみたり話がきけたこと 

・現場を見て話を聞けたこと（当事者から） 

・現場での実体を実際に見ることができた 

・現場の声を聞けた 

・生産者の苦労などを知れた点 

・講義で学んだことをすぐ体験し身に付けることができる点 

 

Ⅱ－２－6) 実習で改善してもらいたいのはどのような点ですか。 

・強いて言うなら浴槽が欲しい。 

 

Ⅱ－３．今回の発表会についてお尋ねします。 

Ⅱ－３－1) これまでにも発表経験がありますか。 

①ある ②ない 

4 3 
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Ⅱ－３－2) 発表は大変苦労した。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 2 1 0 

 

 

Ⅱ－３－3) 発表のチームワークはうまくできた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 2 0 0 

 

 

Ⅱ－３－4) 発表内容に満足している。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

3 3 1 0 
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Ⅱ－３－5) 発表のための基礎的な手法が身についた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

2 4 1 0 

 

 

Ⅱ－３－6) 発表をすることで，講義や実習内容がより理解でき，有意義だ。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－３－7) 発表会について良かった点を述べてください。 

・協力して役割分担ができたこと 

・発表体験ができたこと 

・積極的に調べて意見を出したこと 

・学校が非常にきれいだった。 

・質問やフォローを先生方がしてくれた 

・いろいろコメントありがたかったです 

・他の班のスライドと話し方を見られるので工夫を感じることができた 

 

Ⅱ－３－8) 発表会で改善した方が良いと思われる点を述べてください。 

・もっと深く内容を書くべきと考えている 

・前年度の例とか見たいです。 

・何分ぐらいの発表を想定しているのかと，どのような聴衆がいるのかを事前にもう少し告知し

たほうがよかったかもです 
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Ⅱ－４．今回のフィールド演習全体のことについてお尋ねします。 

Ⅱ－４－1) 受講したフィールド演習は理解しやすかった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－４－2)  受講したフィールド演習は有意義であった。  

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－４－3) 今回の演習を受講してこの分野についてもっと知りたくなった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

7 0 0 0 

 

 

Ⅱ－４－4) この演習についての良い点や改善すべき点等の感想をご記入下さい。 

・養殖について日本や広島での現状について深く知れたことがよかった 

・他大学の人とたくさん交流ができるところ（地域的にも勉強的にも） 

・他大学や他地域の特徴的な資源について学べるのがよかった。 

・弁当が多かったこととさめてもおいしいものにしてほしかった。 

・全員が 1 つの目標に向かって行動でき，つまったスケジュールのため必死に勉強に取り組むこ

とができた。       
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４．「海洋生態系における低次生産を学ぶ演習」 

（２） シラバス 
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（２） 受講者・参加大学 

海洋生態系における低次生産を学ぶ演習（3月 13日（木）～3月 16日（日）） 

受講者名簿（男２名，女３名 計５名） 

No 大学名 所属 学年 性別 

1 広島県立大学 生物資源学部 生命環境学科 1 女 

2 広島県立大学 生物資源学部 地域資源開発学科 1 男 

3 広島大学 教育学部 3 男 

4 広島大学 生物生産学部 1 女 

5 広島大学 総合科学部 1 女 
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（３） 受講生の負担金額 

・受講生 1名当たり，7,000円（3泊 4日）  

（内訳）      

事項 単価 数量・単位 計 備考 

シーツ洗濯代 1,200 1 人 1,200 1泊 1,000円 2泊目以降 1泊 100円 

弁当代 800 4 食 3,200   

朝食・夕食等 2,600 1 人 2,600   

合計 7,000   
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（４） 演習風景 

 

ドローンに関する講義 

 

ドローンの操縦体験 

 

プランクトンの観察 

 

X線分析装置による観察 
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修了証の授与 
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（５） 成績評価 

 

  「海洋生態系おける低次生産を学ぶ演習」に係る成績評価を以下のとおり行った。 

 

 （１）成績評価方法 

   ・受講態度５０点，発表５０点で評価する。 

 

 （２）成績評価基準 

   ・秀（Ｓ），優（Ａ），良（Ｂ），可（Ｃ）及び不可（Ｄ）の５段階評価とする。 

   ・５段階評価の基準は，１００点満点で採点し，９０点以上を「秀（Ｓ）」，８０～８９点を

「優（Ａ）」，７０～７９点を「良（Ｂ）」，６０～６９点を「可（Ｃ）」とし，６０点未満

は「不可（Ｄ）」とする。 
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（６）受講生によるアンケート評価 

アンケート回答者数：5 人 

 

Ⅰ 本取組に関する共通的質問 

Ⅰ－１．あなた自身の属性についてお尋ねします。 

Ⅰ－１－1) あなたの所属大学は? 

①県立広島大学 ②広島大学 

2 3 

 

 

Ⅰ－１－2) あなたの学年は? 

①1 年次生 ②2 年次生 ③３年次生 ④４年次生 

4 0 1 0 

 

 

Ⅰ－１－3) 性別 

①男性 ②女性 

2 3 
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Ⅰ－１－4) この演習以外に，フィールドでの何らかの授業を受けた経験がありますか。 

① ある ② ない 

3 2 

 

 

Ⅰ－１－5) 「ある」と答えた方にお尋ねします。 

それはどの時期ですか(複数可)。 

①大学 ②高校 ③中学 ④小学校 

3 0 0 1 

 

 

Ⅰ－１－6) 「ある」と答えた方にお尋ねします。それはどのような内容のフィールド授業でした

か。回答用紙に記述してください。 

・大学で乗船実習，小学校で野外活動（野外炊飯など） 

・台湾での農業研修（約 2 週間） 

・瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ演習・地質調査・白市の水利について 

 

Ⅰ－２．この授業に参加するにあたっての情報入手についてお尋ねします。 

この授業のことを最初，何を通して知りましたか，具体的に記述してください。 

・県立広島大学の学生用サイト 

・春休み中に開講される集中講義のシラバスを見て興味をもった 

・大学の情報サイト 

・広島大学もみじの掲示 

・もみじのシラバス 
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Ⅰ－３．この授業に参加された理由についてお尋ねします。 

Ⅰ－３－1) 最も強い動機は次のどれですか。 

①自分の大学には 

無い授業科目だから 

②体験学習 

だから 

③単位が取得 

できるから 

④現在の志望分野に

関係するから 

⑤広い知識を

得たいから 

1 0 1 0 3 

⑥他大学のことを  

知りたいから 

⑦友人が 

参加するから 

⑧おもしろそう 

だから 

⑨その他  

0 0 0 0  

Ⅰ－３－2) 二番目に強い動機は次のどれですか。 

①自分の大学には 

無い授業科目だから 

②体験学習 

だから 

③単位が取得 

できるから 

④現在の志望分野に

関係するから 

⑤広い知識を

得たいから 

0 1 0 1 2 

⑥他大学のことを  

知りたいから 

⑦友人が 

参加するから 

⑧おもしろそう 

だから 

⑨その他  

0 0 1 0  

 

 

Ⅰ－４．この授業は，他大学のフィールド教育を受けることを基本としています。 

Ⅰ－４－1) 今回受講したフィールド教育に類する授業は，自大学にはない科目，内容である。 

①そう思う ②自分の大学にも類する科目がある ③わからない 

1 4 0 
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Ⅰ－４－2) 他大学の先生の授業を受講できて良かった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 1 0 0 

 
 

Ⅰ－５．他大学の学生との交流等についてお尋ねします。 

Ⅰ－５－1) この授業は定員 10 名程度に制限しています。この定員数は， 

①多すぎる ②丁度良い ③少なすぎる 

1 4 1 

 

 

Ⅰ－５－2) 他大学の学生と同じ授業を受けたことについて，良かったと思いますか。 

①大変良かった ②まあまあ良かった ③あまり良くなかった ④悪かった 

5 0 0 0 
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Ⅰ－５－3) 他大学の学生と交流がどの程度できたと思いますか。 

①活発にできた ②まあまあできた ③あまりできなかった ④全くできなかった 

4 1 0 0 

 

 

Ⅰ－５－4) 今後も，他大学の学生との交流機会を増やすのは，良いことだ。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－６．この授業は，4 泊 5 日の集中形式で，講義，実習，発表の 3 部から構成されています。 

Ⅰ－６－1) こうした組合せは，授業を理解する上で有効である。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 
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Ⅰ－６－2) 3 つの部分のうち，最も面白かったものは何ですか。 

①講義 ②実習 ③発表 

1 4 0 

 

 

Ⅰ－６－3) 4泊 5日の日数についてお尋ねします。 

①長すぎる ②丁度良い ③短すぎる 

0 4 1 

 
 

Ⅰ－７．参加費に関してお尋ねします。 

Ⅰ－７－1) 参加費は自分の得たものと比べて高過ぎますか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

0 0 2 3 
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Ⅰ－７－2) 参加費からして，食事は満足できましたか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－７－3) 参加費からして，宿泊施設には満足している。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

 

Ⅰ－７－4) 参加費をもっと高くしても食事と宿泊施設を良くしてほしい。 

①そう思う ②そう思わない 

0 5 
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Ⅰ－８．フィールド演習全体について，感想を伺います。 

Ⅰ－８－1) このフィールド演習の形式は通常の講義だけの授業よりも，物事を考える上で，有意

義である。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－８－2) この演習によって，フィールド科学の幅広さや面白さを知った。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－８－3) この演習によって農学系学問分野への理解が深まり視野を広く持てるようになった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 
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Ⅰ－８－4) この演習によって，自分なりに行動力や積極性を高めることができた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

3 2 0 0 

 
 

Ⅰ－８－5) この演習によって，これからの学習意欲が高まった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 1 0 0 

 
 

Ⅰ－８－6) 参加する前の期待度に比べて満足度はどうですか。 

①強く満足した ②まあまあ満足した ③あまり満足できない ④全く満足できなかった 

5 0 0 0 
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Ⅰ－８－7) この演習を来年度以降も開講するのが良い。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅰ－９．その他 広島大学から単位互換のフィールド演習として，この演習のほか，「臨海資源科

学演習」，「里海フィールド演習」，「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習」が提供されています。 

Ⅰ－９－1) この演習以外の「臨海資源科学演習」，「里海フィールド演習」，「瀬戸内海の養殖水産

物を学ぶ総合演習」の受講についてお尋ねします。 

①受講したことがある ②どちらも受講したことが無い 

2 3 

 

 

Ⅰ－９－2) 今後，受講してみたい演習を選んでください。 

（１）臨海資源科学演習」，（２）「里海フィールド演習」，（３）「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総

合演習」 
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Ⅰ－９－3) フィールド演習一般について，あなたのご意見をお書き下さい。 

・単位互換があればもっと良い 

・乗船実習では宮島の内部見学ツアーを体験し，普段できない体験ができてよかった 

・里海についての知識がないので理解を深めたいです。また，私の地元の兵庫県も広島県も面し

ている瀬戸内海の養殖について更に学びたいです。 

・生物生産学部の学生だけってかいてあるので，他学部もうけられるようにしてほしい。 

 

Ⅱ 授業に関する質問 

Ⅱ－１．この演習は，講義，実習，発表等から構成されています。 

今回の講義に関する以下の質問にお答え下さい。 

Ⅱ－１－1) 講義内容は， 

①よく理解

できた 

②まあまあ

理解できた 

③あまり理解

できなかった 

④全く理解で

きなかった 

5 0 0 0 

 

Ⅱ－１－2) 講義の内容について教員や補助者に何回，質問をしたり，意見を述べたりしましたか。 

①0 回 ②1～４回 ③５回以上 

0 4 1 

 

Ⅱ－１－3) 講義のノートやメモを取りましたか。 

①きちんと取った ②まあまあ取った ③あまり取らなかった ④全く取らなかった 

4 1 0 0 
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Ⅱ－１－4) 講義内容は，この授業全体や実習の意味や目的，内容を理解させるものでしたか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 1 0 0 

 

 

Ⅱ－１－5) 講義のどのような部分が面白かったですか。 

・藻場による特別講義が藻場について知らなかったためタメになった。 

・藻場について今まで詳しく知らなかったがその現状と将来について詳しく知ることができた点。 

・様々な実習を通して最後に発表でまとめるところ。 

・実習についての理解を深められたり，外部の方の講演で 1 つの事象について深く学ぶことがで

きた点。 

・なかなか西条の山奥では体験できない海洋系の学習ができたこと。 

 

Ⅱ－１－6) 講義のどのような部分が理解しにくかったですか。 

・ドローンに関する情報をもっと知りたかった（全国区での使用実績）。 

 

Ⅱ－２．今回の実習についてお尋ねします。 

Ⅱ－２－1) 実習は面白かったですか。  

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 
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Ⅱ－２－2) 実習にどのように参加しましたか。 

①積極的に

参加した 

②まあまあ積

極的だった 

③あまり積極的

でなかった 

④全く積極的

でなかった 

5 0 0 0 

 

 

Ⅱ－２－3) 実習の際，先生や実習補助者に何回，質問をしたり，意見を述べたりしましたか。 

①0 回 ②1～４回 ③５回以上 

0 3 2 

 

 

Ⅱ－２－4) 実習があることによって，講義内容を理解できるようになりましたか。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

6 3 0 0 

 

Ⅱ－２－5) 実習で面白かったのはどのような点ですか。 

・ウィンクラー法を用いた溶存酸素の実習で光合成による酸素がとけていることが数字を用いて

理解できた。 

・ドローンを初めて操作した点。様々なプランクトンを自分で採集した点。 

・事前に学習して，すぐに実習にうつす点。人数が少ないことで全員が実習を体験できる点。 

・ドローンや船でのプランクトン調査など，自分の属する学科では体験できないことを体験でき

た点。 

・ウィンクラー法の滴定はすぐに色がかわることころ。 
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Ⅱ－２－6) 実習で改善してもらいたいのはどのような点ですか。 

・お茶くらいは寝室でのませてほしい。下痢になったので大変でした。 

 

Ⅱ－３．今回の発表会についてお尋ねします。 

Ⅱ－３－1) これまでにも発表経験がありますか。 

①ある ②ない 

4 1 

 

 

Ⅱ－３－2) 発表は大変苦労した。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

1 4 0 0 

 

 

Ⅱ－３－3) 発表のチームワークはうまくできた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 1 0 0 
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Ⅱ－３－4) 発表内容に満足している。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

4 1 0 0 

 

 

Ⅱ－３－5) 発表のための基礎的な手法が身についた。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅱ－３－6) 発表をすることで，講義や実習内容がより理解でき，有意義だ。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅱ－３－7) 発表会について良かった点を述べてください。 

・先生から的確なフィードバックや質問をいただき，より理解が深まった。 

・他の班の発表を聞き，同じ内容の実習を行っても異なる点を重要視することに気がつけた点。 

・県立大生なので広大の人の発表も聴くことで発表の仕方などを学べることがたくさんあった。 

・他学校の方や先輩方など年次・学校を超えてチームとして協力し，今回の成果を発表できた点。 

・時間が適当だった。 

 

 



58 

 

Ⅱ－３－8) 発表会で改善した方が良いと思われる点を述べてください。 

・講義内容の多さに対して発表時間が短かった。 

・もう少し（＋5 分程度）発表時間を増やして頂きたいです。 

 

Ⅱ－４．今回のフィールド演習全体のことについてお尋ねします。 

Ⅱ－４－1) 受講したフィールド演習は理解しやすかった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅱ－４－2)  受講したフィールド演習は有意義であった。  

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 

 

 

Ⅱ－４－3) 今回の演習を受講してこの分野についてもっと知りたくなった。 

①強くそう思う ②まあまあそう思う ③あまりそう思わない ④全く思わない 

5 0 0 0 
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Ⅱ－４－4) この演習についての良い点や改善すべき点等の感想をご記入下さい。 

・宿泊型のため，フィールド演習に深く考えることができた。 

・今回は少人数学習だったため日常生活も共にし，仲を深められた点。 

・他大学，他学部の人との交流があることで実習を通していろんな考え方を知ることができた。 

・グループの方と共同で発表スライドを作成する時間があまりとれなかったのでもう少しスライ

ド作成等に当てる時間を自由時間外で作って頂きたいです。 

・演習が多くて楽しかった。おやつがおいてあったのはよかった。 
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５．国際共同利用 

 

 国際カイアシ類学会のワークショップが 5 月 26 日～31 日にかけて本拠点施設で開催され，世

界各地の大学・研究機関からのべ 150 名が利用した（上図）。また，韓国・全南大学のワークショ

ップによる利用が 11 月 6 日～8 日にあり，のべ 9 名が利用した。 
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６．その他特色ある取組 

（１） 本年度の取組の概要 

本拠点施設における令和 6 年度の地域啓発活動は下記の通りである。これら全てに対して，本

ステーションのフィールド施設としての利点を生かした人的，物的な支援を行った。 

 

＊1 本拠点が提供する 3 演習を除く 

＊2 本施設所属教員，学生を除く 

 

特記すべき点として， 

・平成 26 年度から開催されている米子工業高等専門学校の実習 物質工学実験実習が今年度も

開催された。 

・修道大学による実習 生物調査実習がはじめて開催された。 

・国際共同利用として国際カイアシ類学会によるワークショップ，全南大学によるワークショッ

プでの利用があった。 

・さくらサイエンスプランの一環としてフィリピン，インドネシアの高校生を対象に実習が行わ

れた。 

・県内の中学，高等学校の生物部による合宿など，地域住民に向けた自然科学，海洋生物学に関

する実習や講義を実施した。 

 

共同研究などの研究目的での利用を以下に挙げる。大学・高専等では，広島大学（大学院人間

社会科学研究科，教育学部，大学院先進理工系科学研究科，工学部，国際協力研究科，総合科学

部），弘前大学，東京海洋大学，京都大学，筑波大学，沖縄科学技術大学院大学，東京大学，東京

農工大学，琉球大学，金沢大学，神奈川大学，北里大学。研究機関・民間・独立行政法人等では，

国立水産資源研究所，海洋生物環境研究所，日本工営（株），広島県立総合技術研究所，名古屋港

水族館，タラオセアン財団，黒潮生物研究所，加茂水族館，琉球アクアファーム，JAMSTEC，広

島県 RDB 調査委員会，（株）Bluable，竹原市役所。これに伴い，他大学教員が引率する学生の卒

論等の研究のための利用もあった。 

 

実習名 ＊1 所属 開催期間 
参加者数 ＊2 

教員 学生等 延べ数 

国際カイアシ類学会 

ワークショップ 
世界各地の大学・研究機関 5/26-31 15 25 240 

Tara-JAMBIO 

海洋教育イベント 
地域住民 6/15 25 0 25 

物質工学実験実習 米子工業高等専門学校 7/19-21 4 39 129 

生物部夏の合宿 広島女学院中学高等学校 8/1, 2 3 27 60 

生物教材内容演習 広島大学教育学部 8/3-6 2 17 76 

海の宿泊研修 盈進中学高等学校 8/7, 8 2 30 64 

生物部の合宿 
ノートルダム清心中学高等

学校 
8/19，20 2 21 46 

生物調査実習 修道大学 9/15-18 3 6 36 

エデュツアー （株）メリッツ 9/29 5 18 23 

ワークショップ 全南大学 11/6-8 0 3 9 

さくらサイエンスプログラム 広島国際センター 12/7 2 6 8 



62 

 

（2）実習等風景 

    
盈進中学高等学校の海の宿泊研修 

    
米子工業高等専門学校「物質工学実験実習」 

    
広島大学教育学部「教育教材内容演習」 

    
インドネシア・フィリピンの高校生を対象としたさくらサイエンスプラン 

 



63 

 

７．広報活動 

（１） 施設ホームページ 

 本施設の利用案内と活動報告を積極的に推進するために，平成 26 年度 1 月より全面的にリニ

ューアルした本施設のホームページ (HP) を随時更新し，管理・運営している (上段左)。例えば，

平成 29 年度より追加した「実習・演習に関する学術用語の解説」では，実際に演習で撮影した写

真等を使用することで，演習前の予習および演習後の復習に活用できるようにしており，これま

でに，計 306 語掲載している。また，「瀬戸内の生き物」では本施設周辺に生息する生物の写真を

解説つきで 250 種以上掲載している（上段右）。令和 2 年度からはサイドメニューに「竹原動画」

を新設し，本施設が提供する実習・演習の様子や本施設周辺の環境を動画でも配信しているおり，

計 11 本が公開中である（下段）。これらによって演習内容を広く周知するとともに，受講希望者

は事前に演習の雰囲気および本施設周辺の自然環境を感じることができるようにしている。 
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（２） その他の広報活動 

平成 25 年度に新規開講した公募型演習「瀬戸内の（農）水産業を学ぶ総合演習」を平成 29 年

度より，内容を生物学・水産学に特化した「有用水産生物を学ぶ総合演習」として開講した。さ

らに，令和元年度からは本演習が瀬戸内海の養殖業を扱っていることを受講生に分かりやすくす

るため「瀬戸内海の養殖水産物を学ぶ総合演習」に改題した。また，令和 5 年度より「海洋生態

系における低次生産を学ぶ演習」を新規開講し，これら 2 つの演習について水産海洋実践教育ネ

ットワークが提供する実習・演習を紹介するリーフレット（上図）に掲載した。また，演習具体

的な内容を盛り込んだ A3 サイズのポスターを作成し（下図），水産海洋実践教育ネットワークの

ウエブサイトへの掲載を依頼したほか，教育ネットワーク中国へ送付し，配布を依頼した。大学

間単位互換協定校の福山大学向けには，ポスターの掲示と説明会開催を依頼した。演習内容を説

明するスライドをポスターとともに竹原ステーションのウエブサイトで公開した。  
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第 3章 共同利用状況 

 

１．共同利用の概要 

課題名 概要 

1 

里海フィールド演習 水産実験所と練習船豊潮丸を活用して，中四国国公立大学農学部

に所属する非水産系学生に対して，SDGs の目標 14 実現を念頭に

置きつつ，「里海」のレジリエンスを学ぶための入門的フィールド

教育を実践する予定だったが台風 10 号接近のため中止。 

2 

臨海資源科学演習 水産実験所を活用して，中四国国公立大学農学部に所属する学生

に対して，SDG14 の目標 14 実現を念頭に置きつつ，「里海」の生

物資源のレジリエンスに関する専門的フィールド教育を実践する

予定だったが台風 10 号接近のため中止。 

3 

瀬戸内海の養殖水産

物を学ぶ総合演習 

教育ネットワーク中国参加校に所属する学生，4 国立大学ネット

ワークに所属する学生及び韓国・国立全南大学校に所属する学生

に対して，SDG14 の目標 14 実現を念頭に置きつつ，「里海」の養

殖生物資源に関するフィールド教育を実践した。 

4 

海洋生態系における

低次生産を学ぶ演習 

4 国立大学ネットワークに所属する水産学専攻の学生に対して，

SDG14 の目標 14 実現を念頭に置きつつ，海洋生態系の低次生産

段階に属する生物を総合的に学習できるフィールド教育を実践し

た。 

5 
物質工学実験 II  

臨海実習 

干潟に生息する生物の採集および種同定，ウニの発生実験と通し

て，海洋環境，種多様性，ベントスの生態，生理を学ぶ。 

6 

生物調査実習 生物調査実習では，哺乳類，昆虫類，海産動物を対象に，その生態

や分類を把握するための野外での調査法を学ぶ。野外で収集した

データを室内に持ち帰り，観察や画像解析を通して，生物の多様性

を把握する方法を身につける。水産実験所として船舶や顕微鏡な

どの実験器具，宿泊施設を提供し，教員は実習が円滑に行われるよ

うにサポートすることで実習生のフィールド教育へのより深い理

解を支援した。 

7 

水圏フィールド科学

実習 II 

海洋のプランクトン，ベントス，ネクトンの形態，分類，生理，生

態に関する研究の基礎的な手法を体験を直接現場から取得するこ

とおよび室内実験を通しそれらの生物の生態系における機能を理

解する。 

8 

フィールド科学演習 瀬戸内圏の陸域と海域における生物多様性保全，持続的生物生産

などについて，講義，実習，見学などの組み合わせ，陸から海まで

を網羅したフィールド科学教育を行う。 

9 

水圏生物学実験 III 広島県沿岸のおもな海藻類について理解する 2)実験室での実験・

観察，藻類学における野外調査を理解する。浅海性魚類の餌選択性

について理解する。魚介類の摂餌速度の算出法を学ぶ。 

10 

カイアシ類の採集・観

察方法および系統分

類・進化・生態を学ぶ

国際的な学生向けワ

ークショップ 

国内外の大学等に所属する学生などを対象として，水産実験所を

会場としてカイアシ類の形態，系統分類，進化，生態および人間と

の関わりに関する講義と実験室での同定・観察方法，写真撮影方法

及び練習船「豊潮丸」を用いた採集方法を教授した。 

11 
さくらサイエンスプ

ログラム 

さくらサイエンスプログラムの一環として，東南アジアの高校生

を対象とし，海洋観測，海洋生物採集，解剖実習を実施した。 
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12 
広島女学院中学高等

学校生物部夏の合宿 

広島女学院中学高等学校生物部夏の合宿の一環で干潟での生物観

察を行った。 

13 
盈進中学高等学校海

の宿泊研修 

盈進中学高等学校海の宿泊研修でウニの発生実験，ウミホタルの

発光観察，プランクトンの観察を行った。 

14 
ノートルダム清心中

学高等学校の実習 

ノートルダム清心中学高等学校生物部の合宿で，海での生物採集

および夜間はウミホタルの発光観察を行った。 

15 
韓国 全南大学ワー

クショップ" 

韓国全南大学の学生に対して干潟の生物観察を実施した。 

16 
エデュパーク 

サイエンスツアー 

カブトガニの講義，ちりめんモンスター，プランクトンの観察を実

施した。 

17 
TARA-JAMBIO 

海洋教育イベント 

ビーチクリーン活動とブルーカーボン生態系の光合成実験，生物

観察を行った。 
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２．利用状況 

  

区 分 
令和 6 年度 

備 考 
所属機関数 利用人数 延べ人数 

学内（法人内） 9 173 1,858 

 

国立大学及び高専 11 59 410 

公立大学 1 2 8 

私立大学 4 13 56 

大学共同利用機関法人 0 0 0 

民間独立行政法人等 19 189 367 

外国の研究機関 2 43 249 

（うち大学院生） 14 82 1,203 

計 46 479 2,948 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


